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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　周波数選択減衰チャネルの時空符号化及び復号化方法であって、
　Ａ．エンコーダが、時空直交符号化方法の処理単位として入力データのタイム－スロッ
トの二の独立データ・フィールドを採用し、該独立データ・フィールドを符号化し、二の
データ・ベクトルを生成することにより、二のダイバーシティ信号を形成し、同時に、各
々一のダイバーシティ・アンテナを介して、該二のダイバーシティ信号を送信し、
　Ｂ．端末が、前記二のダイバーシティ信号を受信し、該二のダイバーシティ信号間の非
直交による相互干渉を放置し、
　Ｃ．前記端末が、マルチ－パス干渉及びマルチ－ユーザ干渉による前記二のダイバーシ
ティ信号への影響のみを考慮してジョイント検出を実行することにより、該ジョイント検
出の結果を示す復号化結果を取得し、
　Ｄ．前記ジョイント検出の結果に基づく干渉中和方法をインプリメントすることによっ
て非直交による前記二のダイバーシティ信号間の前記干渉を除去し、復号化処理の反復を
インプリメントするためにＣ．へ戻る、
　方法であって、
　Ｃ．へ戻る回数が予め定められた反復回数である、
　方法。
【請求項２】
　Ａ．において、二のダイバーシティ信号は、同時に、一のスマート・アンテナの二のダ
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【請求項３】
　Ｂ．は、
　式（１）の行列の右上の要素と左下の要素とをゼロ行列に設定し、
　ジョイント検出の単純化した式を取得するために式（２）を計算する、
　ことを含み、
　Ｃ．の前記ジョイント検出は単純化したジョイント検出の式である式（３）に基づいて
計算され、
　Ｄ．のジョイント検出の結果に基づいて干渉中和をインプリメントすることは、
　Ｄ１． 式（４）に基づいて受信データ信号からデータ・フィールドｄｂ（１）の影響
を減算することにより、ｒｂ1'とｒｂ2'とを取得し、式（５）に基づいて受信データ信号
から別のデータ・フィールドｄｂ（２）の影響を減算することにより、ｒｂ1"とｒｂ2"と
を取得し、
　Ｄ２． Ｃ．において使用される単純化されたジョイント検出の式における第２の式の
ｒｂ1及びｒｂ2とｒｂ1'及びｒｂ2'とを置換し、Ｃ．において使用される単純化されたジ
ョイント検出の式の第１の式のｒｂ1及びｒｂ2とｒｂ1"及びｒｂ2"とを置換し、該単純化
されたジョイント検出の式を計算することにより、ｄｈ（１）及びｄｈ（２）の反復結果
を取得する、
　ことをさらに含む、
　方法であって、
　式（１）において、
　Ａｂ1とＡｂ2とは第１及び第２の送信アンテナ及び受信アンテナ間の信号伝送のシステ
ム行列であり、
　ＡｂとＢｂとは行列であり、
　ｄｈtは受信データ・フィールドの連続する推定値であり、
　ｒｂは前記受信データ・フィールドのサンプル値であり、
　Ｔは転置行列操作を示し、
　＊は共役を示し、
　式（３）において、
　ｄｈ（１）とｄｈ（２）とは、二の受信データ・フィールドの連続する推定値であり、
　ＢｂSは行列であり、
　ｒｂ1とｒｂ2とは、二の受信データ・フィールドのサンプル値であり、

　であり、
　式（１）～（５）は、
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【数１】

　　　　・・・式（１）
【数２】

　　　　・・・式（２）
【数３】

　　　　・・・式（３）
【数４】

　　　　・・・式（４）
【数５】

　　　　・・・式（５）
　である、
　請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記行列Ｂｂは式（６）の一により計算され、
　前記行列ＢｂSは式（７）の一により計算され、
　式（６）は、マッチング・フィルタ・スキームと、ゼロ－フォーシング・ブロック等化
スキームと、最小平均二乗誤差ブロック等化スキームと、を含み、
　式（６）において、
　σ2は雑音電力であり、
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　Ｉｂは単位行列であり、
　式（７）は、マッチング・フィルタ・スキームと、ゼロ－フォーシング・ブロック等化
スキームと、最小平均二乗誤差ブロック等化スキームと、を含み、
　式（７）において、
　σ2は雑音電力であり、
　Ｉｂは単位行列であり、

　であり、
　式（６）及び（７）は、
【数６】

　　　　・・・式（６）

【数７】

　　　　・・・式（７）
　である、
　請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記システム行列Ａｂ1及びＡｂ2がチャネル・パルス・レスポンスとユーザ伝送波形と
によって決定される、請求項３に記載の方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、移動体通信技術に関する。より詳細には、周波数選択減衰チャネルの時空符
号化及び復号化方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　時空符号化は、無線通信システムの性能を効果的に向上させることが可能な重要な方法
の１つである。時空符号化には２つのブランチがあり、１つはレイヤード(layered)時空
符号化であり、もう１つは伝送ダイバーシティ(diversity)に基づく時空符号化である。
伝送ダイバーシティに基づく時空符号化は、さらに、２つの種類に分割可能である。時空
ブロック符号化と時空トレリス符号化とである。
【０００３】
　高速無線通信技術の進歩とともに、信号伝送帯域及び速度が次第に増加しており、これ
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は、データ・シンボルを伝送するための時間が短縮されていることを意味する。それゆえ
、無線伝送チャネルの時間遅延の拡大は放置できない。すなわち、チャネル周波数選択減
衰はより悪化しつつある。
【０００４】
　従来の時空符号化及び復号化スキームは、フラットな減衰チャネルに基づいて設計され
ている。これらのスキームが周波数選択減衰チャネルに使用される時には、性能は明らか
に悪化する。また、これらのスキームは、アルゴリズムの性能を向上する場合にインプリ
メントするには複雑過ぎる。
【０００５】
　マルチ－ユーザ周波数選択減衰チャネルでは、シンボル間干渉（Ｉｎｔｅｒ－Ｓｙｍｂ
ｏｌ　Ｉｎｔｅｆｅｒｅｎｃｅ）（ＩＳＩ）と多元接続干渉（Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃ
ｅｓｓ　Ｉｎｔｅｆｅｒｅｎｃｅ）（ＭＡＩ）とが同時に存在するから、時空符号化及び
復号化の実行は、非常に難しい。周波数選択チャネルでＩＳＩとＭＡＩとを中和するため
の、等化、ジョイント検出方法等、いくつかの効果的な方法は、時空符号化がその中に含
まれている場合には、非常に複雑になったり又は不具合を生じることがある。
【０００６】
　第３世代共同プロジェクト－時分割二重通信（３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒ
ｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ―Ｔｉｍｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｄｕｐｌｅｘ）（３
ＧＰＰ－ＴＤＤ）システムでは、マルチ－ユーザ周波数選択減衰チャネルに使用される従
来の時空符号化及び復号化スキームは基礎的な共通制御チャネルについて時空符号化を実
行するだけである。しかしながら、第３世代共同プロジェクト－周波数分割二重通信（３
ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ―Ｆｒｅｑｕｅ
ｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｄｕｐｌｅｘ）（３ＧＰＰ－ＦＤＤ）システムでは、ほとん
どのチャネルについて時空符号化が用いられている。３ＧＰＰ－ＴＤＤ時空符号化スキー
ムは、最初に、１つのシンボルを符号化及び復号化単位とし、次に、データ・フィールド
のシンボルの半分を符号化及び復号化単位とする。これらのスキームには、時空符号化が
用いられていないスキームと比べてより多くの複雑さを生じるより多くの変更がある。し
たがって、３ＧＰＰ－ＴＤＤ　ｖ４．３では時空伝送ダイバーシティ（ｓｐａｃｅ－ｔｉ
ｍｅ　ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　ｄｉｖｅｒｓｉｔｙ）（ＳＴＴＤ）・スキームは放棄
され、空間コード伝送ダイバーシティ（ｓｐａｃｅ　ｃｏｄｅ　ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏ
ｎ　ｄｉｖｅｒｓｉｔｙ）（ＳＣＴＤ）・スキームが適用される。ＳＣＴＤでは、受信処
理手続は単純化されているが、より多くのチャネル・リソースが占有され、より多くのチ
ャネルが用いられる。他の種類のチャネルへの適用は難しく、さらにマルチ－パス・ダイ
バーシティの状況への適用は不可能である。
【０００７】
　高速データを複数のパラレルな低速データに変換して、該低速データを複数のチャネル
に伝送させる時空符号化及び復号化スキームがある。しかしながら、実際には、これは物
理層上の信号構造及びシステムを完全に変更する時空直交周波数分割多重化（ｓｐａｃｅ
－ｔｉｍｅ―ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌｔ
ｉｐｌｅｘｉｎｇ）（ＳＴ－ＯＦＤＭ）方法であるから、実際の使用は非常に制限される
。
【０００８】
　要約すると、時空符号化及び復号化方法は、無線通信システムの性能を向上するために
重要である。通常は、１つのシンボル又はシンボル列が、符号化と復号化とのための処理
単位として使用されているが、周波数選択減衰チャネル条件下では、計算の複雑さによっ
て性能の向上が制限される。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　本発明の１つの目的は、わずかな量の計算の複雑さでより優れた性能を得るために、周
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波数選択減衰チャネルに最適な時空符号化及び復号化方法を設計することである。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明は、周波数選択減衰チャネルの時空符号化及び復号化方法であって、該方法は、
Ａ．エンコーダが、時空直交符号化方法の処理単位として入力データのタイム－スロット
の二の独立データ・フィールドを採用し、該独立データ・フィールドを符号化し、二のデ
ータ・ベクトルを生成することにより、二のダイバーシティ信号を形成し、同時に、各々
一のダイバーシティ・アンテナを介して、該二のダイバーシティ信号を送信し、Ｂ．端末
が、前記二のダイバーシティ信号を受信し、該二のダイバーシティ信号間の非直交による
相互干渉を放置し、Ｃ．前記端末が、マルチ－パス干渉及びマルチ－ユーザ干渉による前
記二のダイバーシティ信号への影響のみを考慮してジョイント検出を実行することにより
、該ジョイント検出の結果を示す複合化結果を取得し、Ｄ．前記ジョイント検出の結果に
基づく干渉中和方法をインプリメントすることによって非直交による前記二のダイバーシ
ティ信号間の前記干渉を除去し、複合化処理の反復をインプリメントするためにＣ．へ戻
る方法であって、Ｃ．へ戻る回数は予め定められた反復回数である。
【００１１】
　Ａ．において、二のダイバーシティ信号は、同時に、一のスマート・アンテナの二のダ
イバーシティ・ビームを介して各々送信されてもよい。
【００１３】
　本発明の方法は、周波数選択減衰チャネルに最適な、新規な時空符号化及び復号化方法
である。本方法は、独立したデータ・フィールドを処理単位とし、復号化はジョイント検
出と干渉中和とに基づいた反復方法を適用する。ジョイント検出を行なう時には、マルチ
－パス干渉とマルチ－ユーザ干渉とからのダイバーシティ信号への影響のみが考慮され、
次に、ダイバーシティ信号間の干渉を除去するために、ジョイント検出結果に基づいて、
干渉中和が実行される。
【００１４】
　本発明において提案された時空符号化及び復号化スキームを用いて、周波数選択減衰チ
ャネル内では、わずかな量の計算の複雑さで優れた性能が実現可能である。本発明は、周
波数選択減衰チャネルに、符号化と復号化のための、単純かつ効果的な解決法を提供する
。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　本発明を、添付の図を参照して以下でより詳細に説明する。
【００１６】
　周波数選択減衰チャネルでは、ＩＳＩは隣接シンボル間に存在する。それゆえ、一般的
な時空符号化方法では、ダイバーシティ信号間の干渉ばかりでなく、隣接符号化ユニット
間の干渉及び隣接符号化ブロック間の干渉もある。干渉が放置される場合には、通信性能
は悪化することがある。しかしながら、干渉が考慮される場合には、計算の複雑さは非常
に増加することがある。
【００１７】
　本発明による符号化及び復号化方法では、独立したデータ・ブロックが処理単位とされ
るから、隣接符号化ユニット及び隣接符号化ブロック間の干渉が存在せず、信号検出と符
号化処理とを単純にする。この処理方法は、時空符号化処理が用いられていない処理方法
とかなり類似しているか又は互換性がある。時空符号化状況では、ＩＳＩとＭＡＩとを中
和するための多くの処理スキームが、わずかな量の変更で使用可能である。
【００１８】
　図１は、３ＧＰＰ－ＴＤＤシステム内のタイム－スロットＣＤＭＡバースト・データの
データ構造を示す。図１からは、マルチ－ユーザ又はマルチ－チャネルのパラレルなＫバ
ースト・データ内には、各タイム－スロットが２つのデータ・フィールド（又はデータ・
ブロックと呼ばれる）であるデータ・フィールド１とデータ・フィールド２とを備え、こ



(7) JP 4267571 B2 2009.5.27

10

20

30

40

50

れらの２つのデータ・フィールド間にはミッドアンブルがあることがわかる。このため、
これらの２つのデータ・フィールドは独立しており、これらの間に相互干渉はない。タイ
ム－スロットの最後はガード・ピリオド（ＧＰ）である。すべてのデータ・フィールドは
Ｎ個のシンボルを有し、すべてのシンボルはＱ個のチップから成る。
【００１９】
　本発明では、独立したデータ・フィールドが符号化のための処理単位として使用されて
おり、受信側でも、復号化は、データ・フィールドを処理単位とする。この方法が二のダ
イバーシティ(double diversity)で使用されている時には単純である（理論的には多数の
ダイバーシティで使用可能であるが、複雑さが増し、それゆえ実用的でない）。それゆえ
、本発明による符号化及び復号化方法は、信号構造と処理方法とについて、わずかな量の
変更で用いられることができる。さらに、２つのデータ・フィールドが独立しており、ま
た、それらの間には干渉がないから、検出及び復号化方法は単純化と改善とが可能であり
、より優れた性能が、わずかな計算量又はわずかな量の反復回数で得られる。
【００２０】
　図２は、データ・フィールドを処理単位とする時空エンコーダ２０を示す。エンコーダ
２０の入力データ、つまり、タイム－スロット内の情報データ・ベクトルｄは、ｄｂ＝［
ｄｂT（１）ｄｂT（２）］Tとして表すことができる。ｄｂ（１）とｄｂ（２）とは２つ
の独立したデータ・フィールドであり、３ＧＰＰ－ＴＤＤシステムでは、それらは１つの
タイム－スロット内の２つのデータ・フィールドであってよい。Ｔは転置操作を示す。エ
ンコーダ２０によって符号化されたデータは［ｄｂT（１）ｄｂT（２）］Tと［－ｄｂ*T

（２）ｄｂ*T（１）］Tとである。＊は共役を表す。２つの生成されたデータ・ベクトル
は、２つの異なる従来のダイバーシティ・アンテナであるダイバーシティ・アンテナ１と
ダイバーシティ・アンテナ２とによって、又は１つのスマート・アンテナの２つの異なる
ダイバーシティ・ビームであるスマート・アンテナ・ダイバーシティ・ビーム１とスマー
ト・アンテナ・ダイバーシティ・ビーム２とによって、同時に伝送可能である。つまり、
ダイバーシティ・アンテナ１（又はダイバーシティ・ビーム１）はデータ・ベクトル［ｄ
ｂT（１）ｄｂT（２）］Tを伝送し、同時にダイバーシティ・アンテナ２（又はダイバー
シティ・ビーム２）はデータ・ベクトル［－ｄｂ*T（２）ｄｂ*T（１）］Tを伝送し、こ
れにより時空符号化が実現される。具体的には、入力データ［ｄｂT（１）ｄｂT（２）］
Tは従来の時空ダイバーシティ直交型符号化方法によって符号化され、２つの出力データ
・ベクトル［ｄｂT（１）ｄｂT（２）］Tと［－ｄｂ*T（２）ｄｂ*T（１）］Tとが得られ
、２つのダイバーシティ・アンテナを介して同時にそれぞれ伝送される。
【００２１】
　以下、データ・フィールドを処理単位とする時空符号化モードのための検出及び復号化
方法について説明する。すなわち、設計されたデータ・フィールド符号化スキームに対応
する検出及び復号化スキームについて説明する。ここでは、オリジナル検出及び復号化方
法と呼ばれる。
【００２２】
　データ・フィールドに対応するデータは、式（１）として表現可能である。
【００２３】
【数１】

【００２４】
　ここで、ｉは１、２であり、Ｋは同時に作業する端末ユーザの数であり、Ｎはユーザ・
データ・フィールド内のシンボルの数である。
【００２５】
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　ｒｂ1とｒｂ2とが端末で受信された２つのデータ・フィールドのサンプル値を表し、ｒ
ｂ1とｒｂ2との間には周波数選択減衰チャネル上にさえ干渉がないとする。ｒｂ1とｒｂ2

とは式（２）として表現可能である。
【００２６】
【数２】

【００２７】
　ここで、ｎｂiはｉ番目のデータ・フィールドの雑音ベクトルであり、Ａｂiはｉ番目の
伝送アンテナと受信アンテナとの間の信号伝送のシステム行列であり、システム行列はチ
ャネル・パルス・レスポンスとユーザ伝送波形とによって決定される。式（２）は、式（
３）に書き替えることができる。
【００２８】

【数３】

　ここで、ｒｂ＝［ｒｂ1
T，ｒｂ2

*T］T，ｄｂt＝［ｄｂT（１）ｄｂ*T（２）］T，ｎｂ
＝［ｎｂ1

T，ｎｂ2
*T］Tであり、Ａｂは式（４）で表される。

【００２９】
【数４】

【００３０】
　式（４）から、式（５）が得られる。
【００３１】
【数５】

【００３２】
　受信機において、マッチング・フィルタが適用される場合、Ａｂ*TＡｂ、すなわち、式
（５）は、送信データｄｂt＝［ｄｂT（１）ｄｂ*T（２）］Tのシステム伝送行列を示す
。さらに、Ａｂ1

*TＡｂ1＋（Ａｂ2
*TＡｂ2）

*はｄｂ（１）の伝送行列を示し、（Ａｂ1
*T

Ａｂ1＋（Ａｂ2
*TＡｂ2）

*）*はｄｂ（２）の伝送行列を示し、（（Ａｂ1
*TＡｂ2）

T－Ａ
ｂ1

*TＡｂ2）
*Tは非直交性によるｄｂ（１）からｄｂ（２）への伝送行列を示し、（Ａｂ

1
*TＡｂ2）

T－Ａｂ1
*TＡｂ2は非直交性によるｄｂ（２）からｄｂ（１）への伝送行列を

示す。したがって、Ａｂ*TＡｂの右上ブロックおよび左下ブロックは双方とも非直交性に
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よる干渉を示す。行列Ａｂは、周波数選択減衰チャネルの条件下では直交型行列ではない
。このため、マッチング・フィルタが用いられる場合には、性能が悪くなる。より優れた
性能を得るために、最適化された線形ジョイント検出スキームが提供される。受信データ
ｄｂtの連続的な推定値ｄｈtは、式（６）で表される。
【００３３】
【数６】

【００３４】
　ここで、（Ｂｂ）-1は干渉抑制（Ｂｂについて逆行列を求める操作を実行する）の機能
を有し、Ａｂ*Tｒｂは、直交マッチング（ｍａｔｃｈ）の結果である。行列Ｂｂは式（７
）で示される。
【００３５】

【数７】

【００３６】
　ここで、σ2は雑音電力(noise power)であり、Ｉｂは単位行列である。式（７）は三の
解を示す。その中で、ＭＦはマッチング・フィルタ・スキーム(matched filter scheme)
を表し、ＺＦ－ＢＬＥはゼロ－フォーシング(forcing)・ブロック等化スキームを表し、
ＭＭＳＥ－ＢＬＥは最小平均二乗誤差ブロック等化スキームを表す。
【００３７】
　行列Ｂｂの次元は２ＮＫ×２ＮＫであるから、式（６）の計算の複雑さは時空符号化の
ない状況下の複雑さよりもはるかに大きい。それゆえ、本発明において提案された処理の
単純化及び計算量の削減という目的は、オリジナルのジョイント検出アルゴリズムでは実
現できない。
【００３８】
　上述の設計に基づいて、本発明は、わずかな計算量という特徴を有する単純化された復
号化処理を提供する。
【００３９】
　単純化されたアルゴリズムは、反復アルゴリズムである。それは、２つのステップに分
割されている。第１のステップでは、すべてのダイバーシティ信号に対しマルチ－パス干
渉及びマルチ－ユーザ干渉のみが考慮され、式（５）の右上の要素（（Ａｂ1

*TＡｂ2）
T

－Ａｂ1
*TＡｂ2）と式（５）の左下の要素（（（Ａｂ1

*TＡｂ2）
T－Ａｂ1

*TＡｂ2）
*T）

とがゼロ(null)に設定され、次に、式（６）が計算される。第２のステップでは、ダイバ
ーシティ信号間の干渉を除去するために、干渉が、第１のステップの結果により中和され
る。この処理は、複数の反復によって実行可能である。
【００４０】
　図３は、本発明の単純化された復号化処理のフローチャートである。
【００４１】
　ステップ３１では、端末がデータを受信する。
【００４２】
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　ステップ３２では、非直交性によって生じたダイバーシティ信号間の相互干渉が放置さ
れ、式（５）の右上の要素と左下の要素とがゼロに設定される（それらは、フラットな減
衰チャネルの条件下ではゼロである）。
【００４３】
　ステップ３３では、ジョイント検出が実行される。ここでは、すべてのダイバーシティ
信号へのマルチ－パス干渉及びマルチ－ユーザ干渉のみが考慮される。この場合には、式
（６）が以下に示されるように、式（８）に単純化される。
【００４４】
【数８】

【００４５】
　式（８）は、単純化されたジョイント検出の結果を与える。式（８）内の行列ＢｂSは
、式（９）によって与えられる。
【００４６】
【数９】

【００４７】
　ここで、σ2は雑音電力であり、Ｉｂは単位行列である。行列ＢｂSの計算にも三の方法
がある。マッチング・フィルタＭＦと、ゼロ－フォーシング・ブロック等化ＺＦ－ＢＬＥ
と、最小平均二乗誤差ブロック等化ＮＭＳＥ－ＢＬＥと、である。
【００４８】
　行列ＢｂSの次元はＮＫ×ＮＫであるから、式（８）の計算の複雑さは式（６）の複雑
さよりはるかに少なく、時空符号化のない状況下の複雑さと同様である。
【００４９】
　ステップ３４では、反復回数が所定の数Ｍ以上であるかが判断される。通常、Ｍは１又
は２に設定される。
【００５０】
　反復回数が所定の数Ｍ以上である時は、ステップ３５で、式（８）の計算結果が復号化
結果として直接出力される。
【００５１】
　反復回数が所定の数Ｍよりも少ない時には、ステップ３６で、ダイバーシティ信号間の
干渉を除去するように、干渉中和を実行するために、式（８）の計算結果が使用される。
すなわち、２つのダイバーシティ信号間の残りの干渉を中和するために、干渉中和方法が
使用される。これは、以下のように行なわれる。
【００５２】
　式（１０）に示されるように、「クリーンな」信号を得るために、受信されたデータ信
号からｄｂ（１）の影響が減算される。
【００５３】
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【数１０】

【００５４】
　そして、式（１１）に示されるように、別の「クリーンな」信号を得るために、受信さ
れた信号からｄｂ（２）の影響が減算される。
【００５５】
【数１１】

【００５６】
　反復動作が実行される。詳細には、式（８）の第２の式のｒｂ1とｒｂ2とがそれぞれ式
（１０）の結果であるｒｂ1’とｒｂ2’とで置換され、式（８）の第１の式のｒｂ1とｒ
ｂ2とがそれぞれ式（１１）の結果であるｒｂ1”とｒｂ2”とで置換され、次に一の反復
動作の後に復号化結果を得るために、式（８）が再計算される。
【００５７】
　式（８）の最後の結果ｄｈ（１）とｄｈ（２）とを式（１０）と式（１１）とに代入す
ることによって、第２の反復動作が実行可能である。つまり、ｒｂ1’、 ｒｂ2’ 、 ｒ
ｂ1”及び ｒｂ2”の得られた結果は再び式（８）に代入され、次に、第２の反復動作の
後に復号結果を得るために、式（８）が再計算される。
【００５８】
　反復処理はＭ回実行可能であり、これが、単純化されたジョイント検出アルゴリズムで
ある。
【００５９】
　経験上、オリジナルのジョイント検出アルゴリズムの性能を達成するためには、通常１
回から２回等、数回のみの反復回数が必要とされる。それゆえ、本発明による単純化され
たジョイント検出は、わずかな量の計算の複雑さでより優れた性能を得ることができる。
【００６０】
　本発明は、符号化入力のために独立したデータ・フィールドを処理単位とする時空符号
化及び復号化方法を提案する。本発明は、データ・シンボル又はシンボル列を処理単位と
する従来の方法とは異なる。本発明により提案された方法を用いると、わずかな量の計算
の複雑さでより優れた性能を得るために、単純化された復号化方法が設計される。
【００６１】
　本発明は、周波数選択減衰チャンネルに、時空符号化及び復号化のための、単純かつ効
果的な解決法を提供する。
【００６２】
　なお、上記において使用された以下において左側に示される記号は、右側に示される記
号を意味する。
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【図面の簡単な説明】
【００６３】
【図１】タイム－スロットＣＤＭＡバースト・データのデータ構造を示す概略図である。
【図２】データ・フィールドを処理単位とする場合の時空エンコーダの入力及び出力を示
す。
【図３】本発明による単純化された復号処理を示すフローチャートである。

【図１】

【図２】

【図３】
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